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1 は じ め に
総合 日 本語 コ ー ス は ， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の た め に， 2004 年 10 月 に 新設 し た 日 本語 プ ロ グ
ラ ム で あ る 。 富 山 大学の 外 国人留学生全体 の 中 で， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 占 め る 割合 は低 い た
め， 本 コ ー ス の 授業科 目 は L 、ず れ も 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と の 合 同 授業 と し て 開講 し て い る 。 2005
年 9 月 に ， 初 め て 本 コ ー ス の修了生を送 り 出 し ， 2010 年 10 月 に 7 期 目 の 学生 を迎え た 。
以下， 2010 年度秋期 (2010 年 10 月 � 201 1 年 3 月 ) 及 び春期 (2011 年 4 月 � 9 月 ) の 総合 日 本語 コ ー
ス の 実施状況 に つ い て報告す る 。
2 受講学生
，2010 年度富 山 大学 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム 」 に 参加 し た 学生 は 1 人で， そ の 学生 は
秋期， 春期 と も に 総合 日 本語 コ ー ス を受講 し た。 学生 の 出身国 は ロ シ ア で， 所属 は人文学部 で あ る 。 な
お ， 2006 年 10 月 よ り ， 本学 と の 学術交流協定 に基づ く 短期留学生 も 総合 日 本語 コ ー ス に 参加可能 と な っ
た が， 短期留学生 の 受講状況等 に つ い て は 別 に報告す る 。 (，短期留学生報告」 参照)
総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 と し て ， 2010 年度 は秋期 と 春期， 各期 9 科 目 を 提供 し た。 総合 日 本語 コ ー
ス の 授業科 目 は必修科 目 で は な い が， 本学の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修了要件の ーっ
と し て ， 学部や教養教育 の 授業科 目 及 び総合 日 本語 コ ー ス の授業科 目 の 中 か ら 各期 8 科 目 以上の履修が
義務つ。 け ら れ て い る 。
2010 年度の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生の 総合 日 本語 コ ー ス の 受講状況 は， 10 科 目 (秋期 5， 春期 5)
だ っ た。
3 担当者
秋期， 春期 と も に， 1 人 の セ ン タ ー 専任教員 (演 田美和) ， 及 び， 6 人の 謝金講師 (遠藤祥子， 高 畠 智
美， 中河和子， 藤 田佐和子， 松 岡裕見子， 要門美規) が授業 を 担 当 し た。 い ず れ の 期 も ， セ ン タ ー 専任
教員 (演 田美和) が コ ー デ ィ ネ ー ト を 行 っ た。
4 スケジ' ュ ール
秋期 は ， 2010 年 10 月 8 日 (金) � 201 1 年 2 月 9 日 (水) を 授業期 間 と し た。 12 月 22 日 (水) � 1 
月 3 日 (月 ) は冬季休業， 1 月 14 日 (金) は 大学入試 セ ン タ ー試験準備 日 の た め， 休講 と し た 。 ま た，
曜 日 調整 の た め， 1 月 1 1 日 (火) は 月 曜 日 の授業を行 っ た 。
春期 は， 201 1 年 4 月 11 日 (月 ) � 7 月 29 日 (金) を授業期 間 と し た。
学期 ご と に ， コ ー デ ィ ネ ー タ ー が オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ た 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 実施 日 は， 秋
期 は 2010 年 10 月 4 日 (月 ) ， 春期 は 2011 年 4 月 6 日 (水) で あ る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は， 学生 に
各授業科 目 の 目 的， 理解達成 目 標， 授業計画等を掲載 し た 授業概要 の 冊子 (授業概要 は留学生 セ ン タ ー
ホ ー ム ペ ー ジ 上 に も 掲載， Web 版 は 日 本語， 英語， 中 国語 の 3 言語で の 閲覧 が可能) を 渡 し ， コ ー ス
の 内容， 各授業科 目 の 詳細 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。 春期 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は ， 履修 の 際 の 参考 と
な る よ う ， 秋期 の 学業成績通知書 を 学生 に 渡 し て い る 。 履修登録 は ， 授業開始後 1 週間以 内 に 行 い， 履
修登録を 行 っ た 授業科 目 に つ い て 学期終了 時 に 成績 を 出 す シ ス テ ム と し て い る 。
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5 授業内容
総合 日 本語 コ ー ス は， 上級 レ ベル の 日 本語課外補講 の 授業 と 合 同 で授業 を行 っ て い る が， 日 本語課外
補講 は成績評価が必要で な い た め ， 授業科 目 に よ っ て は必要 に 応 じ ， 総合 日 本語 コ ー ス の 受講者だ け に
別課題や試験 を課す な ど の 方法 を 取 っ て い る 。 科 目 別 の 授業概要 は 表 1 の 通 り で あ る 。
表 1 総合 日 本語 コ ー ス授業概要 (20 1 0 年 1 0 月 � 201 1 年 9 月 )
論理的 な 文章を書 く た め に 必 要 な 構成， 表現， 文法 の 基本 を 学 び， 学
習 し た 項 目 を 用 い て ま と ま っ た 文章を 書 く こ と で， レ ポ ー ト や論文 を
書 く 力 を つ け る 。 文章 を 書 く 練習 は コ ン ビ ュ ー タ を 使 っ て 行 い ， ワ ー
プ ロ 文書 で の レ ポ ー ト 作成方法 も 同 時 に 学ぶ。
大学で講義を 聞 い た り ， 演習 や研究会 に 参加 し た り す る 際 に 必要 な 聴
解力 や， 日 常生活 に 必要 な 聴解力 を 身 に つ け る た め に ， 様 々 な 種類 の
聴解練習 を 行 う 。 日 本語 の 聴解教材 と あ わ せ て ， テ レ ビ や ラ ジ オ ， イ
ン タ ー ネ ッ ト な ど， 様 々 な メ デ ィ ア を用 い た 練習 を 行 う 。
ロ ー ル プ レ イ 等 で の 会話練習 を 通 し て ， 大学生活や 日 常生活 で 出 会 う
場面や状況 で の 会話力 を 伸 ばす。 ま た ， 人や物， 経験 な ど様 々 な ト ピ ッ
ク に つ い て 日 本語 で 的確 に 説明 ・ 描写す る 力， 意見や感想 を述べ る 力
を 養 う 。
日 常生活や大学 の 講義で用 い ら れ て い る 漢字 ・ 漢字語 の 意味 を 理解 し ，
正 し く 読み， 使 う 力 を 身 に つ け る 。 学生一人一人 の レ ベ ル に 応 じ た テ
キ ス ト (r漢字 1000PLUS INTERMEDIATE KANJI BOOKJl Vol . 1 ，  
Vo1 . 2  (凡人社) 等) を 用 い， 大 学 で の 学習， 研究生活 に 必要 な 漢字
を 習得す る 。
目 上 の 人 や初対面 の 人 と や り と り す る ， あ る い は ， 不特定多数 の 人 に
対 し て 情報発信す る 際 に 必要 と な る ， フ ォ ー マ ル な 場 で用 い ら れ る 日
本語 の 表現， 日 常 的 ・ 実用 的 な 文章 の 書 き 方， 日 本語 で の 口 頭発表の
ス キ ル を 習得す る 。
留 学生 と し て 日 本社会 を 分析す る 試 み (情報 の 読 み と り ， 整理 な ど)
を TV 番組， 新聞 ・ 雑誌記事， 自 治体広報 な ど の 様 々 な メ デ ィ ア を 用
い て す る 。 日 本社会 を 読 み解 く た め の 身 の 回 り の リ ソ ー ス を 活用 す る
手 だ て を 与え， そ こ か ら 得 た も の を 日 本語で発信す る 力 を養成す る 。
* 1 限 8:45 � 10 : 15， 2 限 10 :30 � 12 :00， 3 限 13:00 � 14:30， 4 限 14:45 � 16 : 15 
秋期 : 読解 A 2
春期 : 読解 A 1 
(火 曜 4 限)
秋期 : 読解 B 2 
(水曜 2 限)
春期 : 読解 B 1 
(金 曜 2 限)
秋期 : 文法 2
(水曜 1 限)
春期 : 文法 1
(木曜 4 限)
秋期 : 作文 2
春期 : 作文 l
(火曜 3 限)
秋期 : 聴解 2
春期 : 聴解 l
(木曜 3 限)
秋期 : 会話 2
春期 : 会話 1
(火曜 2 限)
秋期 : 漢字 2
春期 : 漢字 l
(月 曜 3 限)
秋期 : 表現技術 2
春期 : 表現技術 l
(月 曜 2 限)
秋期 : 日 本文化 2













日 本人 向 け に 書か れ た文章の読解を通 し て， 大学で の 学習 や 研究 に 必
要 と さ れ る 実践 的 な 日 本語読解能力 を 身 に つ け る 。 主教材 と し て 『生
き た 素材で学ぶ 中級か ら 上級へ の 日 本語Jl (The J apan Times) を使
用 し ， 秋期 は 奇数 ユ ニ ッ ト ， 春期 は偶数 ユ ニ ッ ト を 学ぶ。 こ の 他， 適
宜 テ ー マ に 合 っ た生教材 も 取 り 入れ， 中上級の 表現， 文法， 語葉 を 習
得す る 。
大学生活 で 出 会 う 様 々 な テ キ ス ト タ イ プ の 読み物 を 扱 い ， そ れ ぞ れ の
タ イ プ の 読 み 物 の 特徴 と な る 基本的 な 構造， 文体等 を 把握 し ， そ れ に
慣 れ る 手 だ て を 見 つ け る 。 特 に 留学生 に と っ て 必要 な 専 門書， 論文，
教養書 を 読 み 解 く 技能 を 多 面 的 に 養 う と と も に， ブ ッ ク レ ポ ー ト の 際
の 基本的技術を マ ス タ ー す る 。
大学 で の 学習， 研究生活 に 必要 な 上級 レ ベル の 文法 ・ 表現 (時を表す
表現， 接続表現， 文末表現な ど) を， 実践的 な 演習 を通 し て 習得す る 。
日 本語能力試験受験対策 も あ わ せ て行 う 。
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いずれ の 科 目 も 秋期 と 春期 で 同ーの 授業概要 ( 目 的) と な っ て い る が， 秋期 に履修 し た 科 目 を春期 に
続 け て履修で き る よ う に ， 授業で取 り 上 げ る ト ピ ッ ク や タ ス ク の 内容 は期 ご と に 変え て い る 。
な お ， 学生 に よ る 授業評価 ア ン ケ ー ト は ， 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と ま と め て 実施 し た。 授業評価
ア ン ケ ー ト の 結果 に つ い て は， 日 本語課外補講報告の 7 授業評価 を 参照 い た だ き た い。
6 成績評価
成績評価 の 方法 に つ い て は， 成績評価 の 基準を授業概要 に 明記す る と と も に ， オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で
も 説 明 し て い る 。 こ の 基準 を も と に 授業担当 者 が， 優 (80 点 � 100 点 ) ， 良 (70 点 � 79 点 ) ， 可 (60
点� 69 点 ) ， 不可 (59 点以下) で判定 を 行 う が， 総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 に つ い て は 単位が 出 な
い こ と に な っ て い る 。 学生へ の 成績の 通知 は ， 9 月 の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修 了 時 に ，
成績 を記 し た 履修証明書の発行 を 留学生 セ ン タ ー 長名 で行 っ て い る 。
7 学生か ら の評価
前述 の 通 り ， 各授業科 目 に 関す る 授業評価 ア ン ケ ー ト は 日 本語課外補講 と ま と め て 実施 し ， こ れ以外
に ， 総合 日 本語 コ ー ス 全体 に つ い て は イ ン タ ビ ュ ー 調査 (実施 日 : 2011 年 8 月 4 日 (木) ， 調査対象 :
2010 年度 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 (1 人) ) を行 っ た。 こ の 結果 を 表 2 に 示す。
表 2 総合 日 本語 コ ー ス ( 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生) イ ン タ ビ ュ ー 調査結果
1 . 総合 日 本語 コ ー ス :
科 目 に つ い て
2. 総合 日 本語 コ ー ス :
レ ベル に つ い て
- 十分 だ っ た が， 秋期 は 多 く と り す ぎ た の で， 大変だ っ た。 学部 の 授業
が予習 も し な い と い け な い の で， 大変だ っ た。 春期 は 学部 の 授業を と
ら な か っ た の で， 秋期 と 比べ て 楽だ っ た。 留学生 セ ン タ ー の 授業 は お
も し ろ く て ， 予習 に も そ ん な に 時間 が か か ら な か っ た。
・ ち ょ う ど良か っ た。
3. 自 身 の 日 本語力 に
つ い て
4. 富 山 で の 留学生活 に
つ い て
- ま ず 日 本 に 来 て 一番難 し か っ た の は 聴解 だ っ た の で， 聴解を と っ て ，
聴解の レ ベ ル を上達 さ せ た い と 思 っ た。 7 月 に 日 本語能力 試験 を受 け
た と き ， 聴解 は簡単だ っ た。 日 本語能力試験で は ， 読解が難 し か っ た。
こ と ば で は な し 総合理解が難 し か っ た。 似 た 選択肢 の 中 か ら 答え を
選ぶ の が難 し か っ た。 そ れ か ら ， (留学生 セ ン タ ー の 授業 を 受 け て ， ) 
丁寧語 と か も わ か る よ う に な っ た 。 今 メ ー ル を 書 く と き は ， そ ん な に
大変な こ と じ ゃ な く な っ た。
・ 楽 し め た。 も う 一度来た い ぐ ら い。 富 山 の生活は静か だ け ど， 日 本 は
狭 い の で， ど こ で も 自 由 に 行 く こ と がで き る の で， 静 か な と こ ろ に 住
ん で よ か っ た。 自 然 も 食べ物 も よ く て ， う れ し い。 日 本人 は 礼儀正 し
く て ， 親切。 も ち ろ ん い や な こ と も あ っ た け ど， い や な こ と は 記憶 に
残 ら.な か っ た 。 震災 の と き も ， 全然大丈夫だ っ た。 国 の 両親 も 母国 の
友人か ら 電話で心配 し て い た が， 自 分 と 話 し た 後 は ， 大丈夫 だ と 思 っ
て く れ た 。 日 本 に来て一番大変な の は人 と の 関係。 日 本人 の 態度 を 見
て ， ど う や っ て 行動 し た ら い い か を考え た ら い い と 思 う 。 自 分 を適応
さ せ る の が大事。 日 本 で は ， 友達 を つ く る の が難 し L 、。 日 本人 は な か
な か声 を か け て く れ な い。 日 本人 と 友達 に な る の は難 し い が， 富 山 大
学で 日 本人の友達を 2 人作 る こ と が で き た。 00 さ ん と は 親友 に な れ
た 。
コ ー ス の 日 本語 の 科 目 や レ ベ ル に つ い て は適当 だ っ た よ う で あ る 。 自 分 自 身 の 日 本語力 の 伸 び に つ い
て は ， 聞 く 力 を 中心 に 日 本語力 の 伸 び を 実感 し て い る こ と が わ か る 。 富 山 で- の 留学生活 に つ い て は， 静
か に 学習 に 取 り 組 め る 環境 に 満足 し て い る 様子が う か が え る 。 友人を つ く る の に は 苦労 し た よ う だ が，
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帰国前 に は 親友 と 呼べ る 友人がで き た こ と を 大変 う れ し そ う に 話 し て い た 。
8 おわ り に
2010 年度秋期， 春期 は従来通 り の カ リ キ ュ ラ ム で， こ れ ま で と 同様 の 科 目 数で開講す る こ と が で き た。
こ れ は ， い ず れ の 科 目 も 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と の 合 同授業で あ る こ と か ら 実現 で き て い る が， こ
こ 数年， 上級 ク ラ ス の 受講者数が増加傾向 に あ る 。 こ れ に 伴 っ て ， 受講者の 日 本語 の 習熟度 の 聞 き が以
前 よ り も 顕著 に な っ て き た 。 こ れ に ど の よ う に 対応 し て L 、 く かが今一番大 き な 課題 と 言え る 。 授業 内容
等 の 工夫 に よ っ て あ る 程度 の 改善 は で き る が， 今後 さ ら に 上級 ク ラ ス の 受講者数が増え 続 け る よ う で あ
れ ば， I読解」 以 外 の 科 目 に つ い て も レ ベル別の ク ラ ス を設 け る な ど新た な 対策が必要で あ る 。
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